
今
回
も
報
道
機
関
に
よ
る
市
長
選
挙
投

票
の
出
口
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
野
新
聞
出
口
調
査
で
は
、
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ

に
反
対
」
は
５
４
％
、
賛
成
の
３
５
％
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
な
お
、
佐
藤
市

長
に
投
票
し
た
人
の
う
ち
、
反
対
・
そ
の

他
賛
意
を
示
さ
な
い
人
が
３
４

％
と
報
じ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
出
口
調
査
で
も
Ｌ

Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
に
つ
い
て
は
、

反
対
６
２
％
、
賛
成
が
３
８
％

と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
是
非
を
市
民
に
問
う
住
民
投

票
を
再
三
に
わ
た
っ
て
拒
否
し
て
き
た
佐

藤
市
長
と
市
議
会
で
す
が
、
市
民
か
ら
は

Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
は
完
全
に
否
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
へ
の
市
民
合
意
は
未

到
達
」
を
証
明
し
た
選
挙
結
果
は
、
厳
粛

に
受
け
止
め
る
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
は
、
こ

れ
ま
で
塩
川
て
つ
や
衆
院
議
員
等
国
会
議

員
団
と
も
連
携
し
、
ま
た
、
民
進
・
社
民
・

市
民
団
体
・
地
域
住
民
と
も
連
携
し
、
国

交
省
交
渉
・
要
望
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
の
本
村
伸
子
衆
院
議
員
は

２
０
１
５
年
４
月
２
２
日
、
国
土
交
通
委

員
会
で
宇
都
宮
市
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
に
つ
い
て
、

「
本
当
に
市
民
合
意
を
得
て
い
る
の
か
」

と
太
田
国
交
大
臣
を
問
い
質
し
て
い
ま
す
。

答
弁
は
「
出
資
金
・
補
助
金
な
ど
を
出
す

に
当
た
っ
て
は
住
民
・
利
用
者
・
学
識
経

験
者
を
始
め
と
す
る
関
係
者
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
そ
の
合
意
の
も
と
で
進
め
て
ゆ

く
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
市
の
計
画
に
答

申
を
出
し
た
運
輸
審
議
会
も
市
民
合
意
は

大
前
提
の
は
ず
で
す
。

住
民
投
票
な
ど
市
民
合
意
の
何
ら
担
保

を
求
め
ず
、
宇
都
宮
市
の
い
い
な
り
に
事

業
認
可
を
行
っ
た
国
交
省
の
責
任
も
重
大

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

選
挙
結
果
を
受
け
て
、
佐
藤
市
長
や
Ｌ

Ｒ
Ｔ
推
進
勢
力
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
反
対
の
道
理

あ
る
賢
明
な
判
断
を
「
正
し
く
な
い
情
報

を
基
に
判
断
」
と
決
め
つ
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
説
明
の
あ
り
方
再
検
討
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
問
題
な
の
は
回
数
を
積
み
重

ね
て
き
た
説
明
会
の
工
夫
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。Ｌ

Ｒ
Ｔ
事
業
の
本
質
が
、
市
民
の
魂
力

や
利
益
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。例

え
ば
、
５
２
万
市
民
の
う
ち
僅
か
８

千
人
足
ら
ず
の
利
用
の
た
め
に
、
関
連
事

業
費
を
含
め
て
５
０
０
億
円
も
税
金
を
使

う
の
が
適
切
な
の
か
？
ス
プ
ロ
ー
ル
化
し

た
市
街
地
に
東
西
一
直
線
の
み
で
、
な
ぜ

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
都
市
装
置
に
な
り

得
る
の
か
？
市
民
生
活
の
中
を
通
さ
ず
、

い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
の
か
？

市
民
負
担
の
全
容
は
？
等
々
。
正
確
な
情

報
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
示
せ
ば
示
す
ほ
ど

市
民
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
離
れ
が
加
速
す
る
の
が
現

計
画
の
運
命
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

市
長
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
変
更
な
い
」
と

強
弁
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
民

主
政
治
の
根
幹
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
民
意
無
視
・

Ｌ
Ｒ
Ｔ
あ
り
き
の
拙
速
推
進
を
や
め
、
市

民
合
意
を
得
る
ま
で
着
工
は
延
期
す
べ
き

で
す
。

市
民
へ
の
説
明
は
、
我
田
引
水
・
バ
ラ

色
論
を
ふ
り
ま
く
の
で
は
な
く
、
等
身
大

の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
徹
す
る
こ
と
。

市
民
へ
の
情
報
提
供
・
情
報
公
開
の
完

全
保
障
等
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
市
長
選
で
は
、
金
子
氏
推
薦
政

党
や
市
民
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力
を
尽

く
す
と
同
時
に
、
金
子
事
務
所
に
も
結
集

し
共
同
の
闘
い
を
展
開
し
ま
し
た
。
荒
川

つ
ね
お
・
福
田
く
み
子
両
市
議
は
民
進
党

県
議
・
市
議
と
共
に
確
認
団
体
政
策
カ
ー

か
ら
訴
え
ま
し
た
。

最
終
日
の
夜
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
で

の
マ
イ
ク
納
め
の
街
頭
演
説
会
で
は
、
金

子
候
補
と
と
も
に
各
推
薦
政
党
や
市
民
団

体
代
表
が
一
同
に
会
し
、
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
は
、
横
山
明
党
宇
都

宮
市
委
員
長
が
訴
え
ま
し
た
。

市
政
を
市
民
の
手
に
取
り
も
ど
し
、
市

民
が
主
人
公
の
市
政
実
現
の
大
義
の
も
と
、

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
中
止
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の

充
実
を
」
の
一
点
で
小
異
を
捨
て
て
の
市

民
と
野
党
の
大
同
団
結
が
、
参
院
選
か
ら

さ
ら
に
発
展
し
た
こ
と
は
確
実
で
す
。

※

知
事
選
結
果
に
つ
い
て
は
栃
木
民
主

新
報
１
３
４
３
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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市長選結果

しかし、市民はＬＲＴ NO!の民意示した
十
一
月
二
十
日
、
投
・
開
票
さ
れ
た
宇

都
宮
市
長
選
は
各
紙
既
報
の
と
お
り
、
金

子
と
お
る
氏
＝
民
進
・
共
産
・
社
民
・
緑

の
各
党
と
宇
都
宮
市
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
連
絡
会

推
薦
は
、
８
万
３
６
３
４
票
を
獲
得
（
得

票
率
４
８
．
２
％
）
し
ま
し
た
が
、
現
職

の
佐
藤
栄
一
氏
の
８
万
９
８
４
０
票
に
約

６
２
０
０
票
の
僅
差
で
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
。し

か
し
、
市
長
選
挙
２
ヶ
月
前
に
「
Ｌ

Ｒ
Ｔ
ス
ト
ッ
プ
ま
だ
、
間
に
合
う
」
と
敢

然
と
立
ち
あ
が
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
是
非
を
問

う
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
の
金
子
氏
の
訴
え

は
、
多
く
の
市
民
の
心
を
と
ら
え
ま
し
た
。

市
民
こ
そ
が
市
政
の
主
人
公
と
し
て
の
投

票
参
画
は
、
選
挙
結
果
の
み
に
は
押
し
つ

ぶ
さ
れ
ず
、
市
民
の
手
に
市
政
を
取
り
戻

す
新
し
い
可
能
性
を
さ
し
示
す
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設

市
民
合
意
未
到
達
を
証
明

市
民
合
意
な
い
大
型
公
共
事
業

認
可
し
た
国
交
省
の
責
任
も
重
大

市
民
と
野
党
の
共
同

参
院
選
か
ら
さ
ら
に
発
展

問
題
な
の
は

市
民
説
明
の
や
り
方
で
な
く

事
業
の
本
質
が
市
民
利
益
と

矛
盾選

挙
結
果
か
ら

今
、
な
す
べ
き
こ
と
は

大奮闘した金子とおる氏
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秘密厳守します。弁護士が協力します。

学
校
教
育
法
第
１
９
条
で
は
、
「
経
済

的
理
由
に
よ
っ
て
、
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
学
齢
児
童
又
は
学
齢
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
は
、
市
町
村
は
、
必
要
な
援
助

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
で
、
全
国
で
は
６

人
に
１
人
の
割
合
で
援
助
を
受
け
て
い
ま

す
。
宇
都
宮
市
の
援
助
率
は
、
こ
こ
数
年

は
７
％
か
ら
８
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り

お
よ
そ
１
４
人
に
１
人
。

す
べ
て
の
こ
ど
も
が
お
金
の
心
配
を
せ
ず

に
、
学
校
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
教

育
長
に
就
学
援
助
制
度
の
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

現
在
宇
都
宮
市
で
は
、
年
度
初
め
に
学

校
を
通
し
て
制
度
の
案
内(

就
学
援
助
に
つ

い
て
お
知
ら
せ)

を
配
布
し
、
希
望
者
は
申

請
書
を
提
出
し
、
前
年
度
の
所
得
が
確
定

す
る
６
月
に
支
給
決
定
、
４
月
分
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
７
月
か
ら
の
支
給
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
新
入
学
学
用
品
費(

小
学
生
２
０
、
４
７

０
円
・
中
学
生
２
３
，
５
５
０
円)

」
は
、

入
学
準
備
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
そ
の
他

の
項
目
も
年
度
当
初
か
ら
の
支
給
が
で
き

る
よ
う
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
で
は
、
申
請
書
を
学
校
に
提

出
す
る
と
、
民
生
委
員
が
訪
問
、
所
見
を

記
入
し
学
校
に
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
法
で
は
、
２
０
０
５
年
に
民
生

委
員
の
関
与
は
削
除
さ
れ
、
す
で
に
多
く

の
自
治
体
で
は
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
員
団
で
は
、
申
請
の
ブ
レ
ー

キ
と
な
っ
て
い
る
「
民
生
委
員
の
関
与
」

を
早
急
に
や
め
る
よ
う
改
め
て
求
め
ま
し

た
。
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「
就
学
援
助
制
度
運
用
の
改
善
を
」

党
市
議
団
が
申
し
入
れ

入
学
準
備
に
間
に
合
う
支
給
を

表
一

宇
都
宮
市
就
学
援
助
制
度
の
支
給
額

（
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
）

「
民
生
委
員
の
関
与
」
は

申
請
を
た
め
ら
わ
せ
る
原
因
に

図1 認定までの流れ（市ＨＰより抜粋）

子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
具
体
策
を

入
学
準
備
に
は
、
小
学
校
で
は
５
・
５
万
円
、
中
学
校
で

は
８
万
円
以
上
も
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
「
義
務
教

育
は
無
償
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
国
の
財
政
保
障
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
で
は
、
現
行
の
就
学
援
助
制
度
を
拡
充
・

補
完
す
る
形
で
、
様
々
な
と
り
く
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。八

王
子
市
で
は
、
準
要
保
護
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
新

入
学
準
備
金
と
し
て
小
学
校
２
０
，
４
７
０
円
、
中
学
校

２
３
，
５
５
０
円
を
支
給
、
函
館
市
で
は
年
所
得
２
６
６

万
以
下
の
世
帯
の
第
一
子
・二
子
と
第
三
子
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
世
帯
に
対
し
、
２
万
円
か
ら
３
万
円
の
入
学
準

備
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
の
意
見

書
を
必
須
と
し
て
い
る
中
核
市
は
本
市
以
外
に
あ
り
ま

せ
ん
。

就
学
援
助
制
度
は
、
子
ど
も
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
必
要
な
世
帯
が
必
要
な
時
に
も
れ

な
く
受
給
で
き
る
よ
う
、
自
治
体
と
し
て
の
姿
勢
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

（福
田
く
み
子

談
話
）

水越教育長（右）に申し入れる荒川つねお・福田くみ子議員

。
中
学
入
学
式
前
に

就
学
援
助
費
支
給
が

提
案
さ
れ
る

（
１
２
月
定
例
市
議
会
補
正
予
算
案
で
）

１
１
月
２
９
日
、
１
２
月
定
例
市
議
会

の
議
会
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
定
例
会

の
議
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
、
市
議
団
が
か
ね
て
か
ら
求

め
て
い
た
も
の
の
う
ち
中
学
入
学
前
に
準

備
費
を
支
払
う
た
め
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

特
報
！


